
文字列連結プラグインマニュアル
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プラグインを追加する



プラグイン導入

■プラグインを導入したいkintoneのシステム管理に入ります。
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右上の歯車マークを押すと項目が現れます

項目からkintoneシステ

ム管理を選択します。



プラグイン導入

■システム管理のプラグインに入りダウンロードしたファイルを読み込みます。
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読込ボタンを押すと下記の表示がされるので参照

からダウンロードしたファイルを選択してください。



プラグイン導入

■文字列連結プラグインが表示されていれば導入完了です。
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アプリへの設定方法



１．アプリへの設定方法 － フィールドを追加

■文字列を連結したいアプリに文字列(1行)フィールドを追加します。
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連結した文字列を表示したい文字列(1行)
フィールドを設置してください。

一度画面右上の「アプリを更新」ボタンを

押し設定を保存してください。



２．アプリへの設定方法 － プラグイン追加

■次にアプリの設定画面の「設定」タブから「プラグイン」をクリックします。
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２．アプリへの設定方法 － プラグイン追加

■以下の手順にしたがって、アプリにプラグインを追加してください。

①プラグインの追加をクリック

9

②「文字列連結プラグイン」にチェッ

クを入れ、追加をクリック。



３．プラグイン設定

■追加した「文字列連結プラグイン」の設定画面に移動します。

歯車のマークをクリックで

設定画面に移動
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３．プラグイン設定

■文字列連結プラグインの設定を行い保存ボタンをクリックします。
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連結後の文字列を格納するフィールドを選択

します。文字列(1行)のフィールドのみ選択可

連結の元となるフィールドをプルダウン

メニューで選択します。

チェックをすると連結するフィールド内の

データが空白の場合は連結文字を表示し

なくなります。

連結間を表す文字列を設定します

連結するフィールド数を増減可

能です。
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利用方法



１．文字列登録

■連結したい文字列を入力し保存します。
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連結設定をしているフィールドに入力

現在の設定



２．内容確認

■連結後文字列を入れるフィールドを確認し、設定通り連結されていることを

確認してください。
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文字列1、文字列2、文字列(複数行)
が連結されています。



２．連結できる項目、出来ない項目

■連結できるフィールド

・文字列(1行)
・文字列(複数)
・リッチエディター（※ ただし、タグ化してしまう点に注意）

・ルックアップ

・ドロップダウン、ラジオボタン

・日付、時刻、日時（※ 日時はシステム表記になってしまう点に注意）

・リンク

・計算

■連結できないフィールド

・レコード番号、作成日時、更新日時

・ユーザー選択（組織、グループ含む）

・チェックボックス、複数選択

・添付ファイル

・テーブル内項目
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